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　保育とは、子どもとおとなとが育ちあう場であり、保育者にとってr自我の発達』は、子どもを見つめるまなざし

の中で、不可避に垂要なテーマとなっている。

　西欧近代哲学および心理学は、伝統的に、一つのr自我』を起点に思考や行動の主体佐を論じ、いわば「他我」に

対立する概念として位置づけてきた。しかし二者の関係そのものとしてある保育においては・そのような自我のとら

え方に疑問が生じざるを得ない。

　本論では、愛育養護学校のrあいいくっうしん」を資料にして、保育者によって自我がどう問題にされるのか・ひ

いては子どもと保育者の自我の発達はいかにあるめかを問う。その結果、保育においてr自我』は保育者によって気

づかれ、省察されるものとして現れること、そして子どもの自我の発達の契機として・保育者の自我も機能・発達す

ることを明らかにする。
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1．問題の所在

　保護。養育されるべき、よるべなき状態で生まれてく

る子どもが、その内なる能力や可能性を十分発揮するこ

とのできるように、有能さ、信頼性、責任性を備えたお

となを求め、おとなは子どもを励まし、援助する。この

ような柵図が、教育の基本的構造として考えられる。1，

本論ではこのような、教育の特に人間学的側面を主眼に

考察をすすめていく。そのうえでこの側面を際立たせる

意図をもって、知識や技能の伝授という狭義の教育とは

もとより厳密に区別する意味でも、　「保育』の語を採用

することとする。したがってここでの保育は特に乳幼児

対象の養育を意味しない。

　本プロジェクト研究の資料を提供するのは、幼稚部と

小学部とを併設している養護学校である。～，ここに集う

一般にちえ遅れとか自閉症などと呼ばれる子どもたちの

教育のなかで、上記の意味でのr保育」のあり方は典型

的に表現されているといってよいであろう。

1．　「発達』

　保育の場で保育者（保育におけるおとな）は子どもの

日々の変化に注目する。この変化を一般にr発連」とい

う場合が多い。　「発達』は、人間を対象に語られる場合

には、状態の単なる変化ではなく、低次から高次へと向

かうあるポジティヴな方向性が含意される。この方向性

のありかたは時代により、文化により、また発達を見つ

める個人の価値観によっても、一致してはいない。

　発達心理学における「発達」の定義は、大きく二うの

流れに分かれるという。3，一っは「ある終極の状態、目

標へと向かう非逆転性の比較的永続性のある、継時的な

一述の変化」とする発違観で、形態的、機能的特性が定

向進化的に成熟していくという見方である。もう一つは

個人および種族の行動（能力）の変化を発達とみなし、

暦年令と共に規則的に生起する可視的な行動変化のみに

注目する行動主義的発逮観である。

　こうした発達観に対する批判として、まず生涯発達心

理学から、変化の著しい人生の前半期に視点が偏ってい

るとの指摘がある。

　さらに障害児教育の分野からは、目にみえる発達の速

度が緩慢で健常児に対して期待する目標を、そのまま引

き移しにはできない子ども（人問）の存在が忘れ去られ

ているとの批判がある。たしかに障害をもつ子どもを問

題にする場合、その発達が（通常の視点からは）見えに

くいことが多いので、その分かえって、　『発達」がテー

マとして．クローズアップしやすいのかもしれない。r障

害児教育の理論というのは今日発達理論そのものになっ

ているようですjといわれる所以でもある。o　発達が

「見えにくい』のは可視的な変化の遅さ（なさ）による

とばかりはいえない。いわゆる伝統的な発達概念を構成

する要素であるr順序性」がくずれていたり（人との会

話はしないのに、漢字やアルファベットが読めるなど）、

「単一方向性」が不明瞭（ある行為や人、物にひどく執

着するなど）であったりして、あるr変化』を見出した

としてもそこに有意味の方向性を付与しかねる場合が多

いのである。したがって障害児教育にたずさわる保育者

の発達観をも支えうる発達論がかねてから要請されてい

る。

　保育者は、　r発達」の一般的定義が、目の前の子ども

たちにはかならずしも適していないことを承知しっつ、

それでも子どもの成長を跡づけ、意味を見出そうとし、

ひいては「発達」について日常的に語らざるをえないと

いう複雑な状況に身を置いている。その日常的な使用に

託されている「発達』概念への希望、もしくは経験的な

了解がどのようなものか考えてみたい。

2．　「自我」

　保育者が子どものr発達』に注目する仕方は、心理学

者や医者のように比較的客観的な立場からのそれとは、

自然と別様のものになる。保育者が客観的なまなざしを

もっていないということではなく、日常性のなかで子ど

もと生活を共にしてこそ見えてくる発逮の側面が、保育

者の独自の間題領域としてあるということだ。保育者と

いう立場からこそ、ある意味では特権的に問題にできる

「発達』とはどのようなものであろうか。

　それはひとりひとりの子どもの独自性、個別性、具体

性を第一の関心としてのr発達』である、ということが

できる。他の子どもと比較してr早い」とかr劣ってい

る」などの評価を下そうとする視点は、保育者にとって

少なくとも第一義的な意味をもたない。A男であれば、

A男がA男として（いかに平均値的な水準からは遅れて

いようと）A男らしく生き生きとしてきているかという

ような観点をとるのが保育者である。それは見方によっ

ては、没社会的、独善的と映るかも・しれない。しかし保

育者が「発達」という一定の価値観を含んだ概念を使う

限り、ひとりひとりの子どもに対してそれぞれに独立し

た発達観を充当していると考えるのはナンセンスであろ

う。「発達』という語の使用は、子どもの一連の変化に

対して個別性を越えた一貫した意味を見出そうとする行

為そのものであるといえる。
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　この二霊の保育者の視点（子どもの固有性と「発達の

一般性）は、　r自我」という子どもへの視座において統

合されうると考える。r自我』という語は実際、保育者

が子どもの発達を問題にするときによく使われることば

である。一般に子どもが二才前後になると、にわかに反

抗的態度が目につくようになり、保育者は「扱いにくく

なった」というかわりによくr我」やr自我」のめばえ

を話題にする。一個の人間としての意思を主張しはじめ

たことに目を見張り、それをr自我』の概念のなかに了

解しようとする。　r自分でやりたい』とか「自分の物に

したい」などの、子ども側のr私」という主体意識は、

保育する者の自我に向かって、子どもの存在の確かな手

応えとして、反響を呼び起こす。この反響をおこす二っ

の「私」はどのような関係にあるのか。

　この反響する関係において、　r私」の個別・共有性は

「あなた」の個別・共有性と同時に成立している。こう

したr私』とfあなた』の相互のありかたは、両者があ

る親密さを基本にして共有する状況（保育の場も含まれ

る）を契機にしている。5レ共有性が個別性を可能ならし

めているともいえよう。こうした共有性を通して、保育

者は子どものなかに一個の存在を主張してくるrもうひ

とっの私』を実感する。そしてこれをr自我』と命名し

ている。

　ちえ遅れや自閉症といわれる子たちの自我からは、自

我概念への固定観念を許さない、つねに保育者のまなざ

しを根源に立ち戻らせるエネルギーのようなものを殊に

感じる。本論では「自我』および「発達』という概念の

意味を、保育の生きた状況から根本的に問い直すことを

目的とする。これは現象学的視点に立った保育論の試み

でもあり、本プロジ エクト研究の基本的枠組みを提出す

るものである。

H．　f自我』の定義をめぐる論点の予備的整理

　保育におけるr自我」の検討にはいる前に、哲学や心

理学の中で「自我」がどう考えられてきたかについて言

及しておく必要があろう。その議論の内容は複雑多様を

極めているが、ここでは論点を整理するかたちで粗述す

るにとどめる。

1．哲学の分野で

　西欧の近代哲学はしばしばr自我の哲学」ともいわれ

るじその端緒を、デカルトが方法的懐疑の末に導出した

f我思うゆえに我あり』の命題に求めるのが、哲学史上

常識となっている。

　市川浩は近代哲学上の主なr自我』概念を次のように

五つに分類する。6，①経験的自我ゆ感じられ体験される

自我（ヒューム、W，ジェームズ）、②実体的自我（デ

カルト）、③先験的自我　①と②を統合した先験的統覚

としての自我（カント）、④絶対的自我（フィヒテ）と

純粋我（フッサール）、⑤自我と他我。この①から④ま

では、一っの自我の他方にある自我（almr　ego）につい

てほとんど考慮せず、ひとっの自我を起点にした論であ

るという点で共通だ。　「西洋の近代哲学には他我につい

ての真面目な議論がほとんど不在であった」という。”

したがって⑤はハイデッガーの共同世界にある現存在の

哲学以降の比較的新しい動向である。孤立した主観は一

つの抽象にすぎない、というハイデッガーのとらえや、

我と汝とのかかわりにおいて真に我となる（ブーバー）

という関係そのものへの注目は、保育における実践的な

自我論にと って学ぶところが多い。M．ポンティの「受

肉せる主観」としての身体論も示唆に富む。

2，心理学の分野で

　哲学におけるr自我j概念の系譜から画然と区別する

ことはできないが、論点として次の三点をあげることが

できると思われる。8，

①主体としての自我か、客体としての自我か。r私が

（1）という主体的意識（W．ジェイムズのr主我』）

と意識される「私」（me）としての客体的自我（同

「客我」）とに二分化する場合が多い。　（自我と自己）

②経験概念としての自我か、説明概念としての自我か。

私についての内省的な意識（me）と、場合によっては

それを基礎づける感情や行動の主体をも含めて自我とす

るのが前者である。これに対して、ある精神のメカニズ

ムを構成するものとして仮定された自我のとらえ方があ

る。フロイト精神分析理論の自我や、J．ミードの社会

心理学的自我などは、ここに含まれる。

③他我との関係の上で自我をどう位置づけるか。まず、

「私」側の自我を起点に世界を構成するという考え方が

ある（伝統的哲学の立場の継承）。未分化ではあれ対象

物に働きかけていく自我がしだいに分化し、自己中心性

を脱却しつつ構造化するというピアジェの認知発達論は

ここにはいるだろう。また、不断の外界との相互作用を

強調するワロンは、r他者との関係のなかで他者との境

を見出し、個体になっていく過程を追う」。9，近代哲学

の趨勢にあわせて、自我による外界の構成という傾向は

薄れ、 自我と他我との相関性を重視するようになってき

ている。これが伝統的な主一客二分論を相対化するとい

う現代の思潮と軌を一にしていることはいうまでもない。
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皿．保育者のとらえるr自我の発達』

畳．　「自我」への二霊のまなざし

（1）気づかれるr自我」

　保育者は刻々と展開する保育の現場でさまざまな印象

を刻みつけている。そしてその印象は同時に表現として

（im－pressionとex－pressiooの同時性）保育を展開さ

せてもいる。lmpress孟onとexpressionを区別するのは、

目我 と他我とを二分化する見方によって可能になる。保

育者によって子どもの自我が問われるのは、一度自我や

他我の区別を取り払って子どもとr出会う」体験を経て

から、まさにrおや」という感じで子どもの自我があら

ためて視野にはいるという仕方であるといえるだろう。

　保育においてr自我』のテーマは、まずr子どもの自

我」として、保育者によって気づかれて成立する。だか

ら保育者の主観とは関係なく子どものなかに屹立した自

我を仮定する仕方は保育的ではない。保育者のとらえる

自我は哲学や心理学におけるr伝統的な」自我のとらえ

かたとは異なり、むしろそれへの批判として「他我」と

の相関を前提とする立場に近い。しかし、だからといっ

て「他我」という嗣語は、保育者のいう「子どもの自我」

と等しくもない。なぜなら｛後者には保育者側にみずか

らを『自我』と概念化する作業がすでに挿入されてしま

っているからである。

（2）想い起こされる「自我』

　保育のただ中での保育者の臨場的な活動がある一方、

保育者は保育をあとから「省察する』こともする。子ど

もと距離をおいて、保育にっいてふりかえる作業である。

子どもが帰宅した後、あるいは親であれば幼稚園に送り

出した後や、子が寝入ってしまった後などに、子どもの

ことを想起し、比較的長いスパンで、子どもについて思

いめぐらす活動である。

　このとき、二っの自我がさかんに意識的な交流をはじ

める。子どもの自我の発達を問いながら、そういう自分

の問い方自体（保育者の「自我』）にも思いがめぐる。

保育中には考えの及ばなかった、保育全体への、いろい

ろな視点からの反省が姶まるのだ。

（3）　r自我」への二重のまなざしが意味するもの

　子どもと直接かかわる保育を保育者の一次的活動とす

れば、子どもから距離をおいて省察する活動を二次的活

動ということができる。両者の間に優劣の差はないが、

前者なしに後者はありえない。二次的活動が思索的であ

るのに対して、一時的活動は状況即応的な精神活動であ

って・直観的な思考活動と・子どもに働きかける身体的

活動（言語活動も含む）とが不可分の状態にある。また

両者は保育中と保育後とにはっきり分かれるものでもな

く省察的な活動が保育の最中にはいりこむこともなくは

ない。たとえばある遊びに没頭している子どもを横から

眺めていて、ふと子どもの過去から今にいたる変化につ

いて思いをめぐらしてしまうこともありうるのだ。

　これらの二っの保育活動はただ交互に繰り返されるの

ではなく、根互の活動を契機づける関係にある。子ども

から気づかされたr自我』にっいて、あとからじっくり

と他の箏象と考え合わせたり、他の保育者と話し合った

りする。すると保育者は「自我」をめぐって子どもの行

為の意味をさぐる解釈をも試み、理解を深めていこうと

するのである。そしてさらにはこうした二次的活動を通

して再び子どもと新しい気持ちで出会おうとする態勢を

整えることになる。一次的、二次的活動は、このよう膨

互いを喚起しあうかたちで繰り返されていく。

2．保育における二つの自我の出会い（一次的活動）

（1）見守る、待っ

　保育者側の自我を主籍とすれば見守る、待っ、となる

が、この裏側には見守られ、待たれる子どもの自我があ

る。保育の中で、子どもはいつも変化に窟んでいるわけ

ではない。むしろ、画期的な変化とは見えない、おなじ

ような遊びの繰り返しや、何が面白くてやっているのか

見当のっかないようなこともある。あるいはなかなか心

を開いてくれず、どうして近づけばよいのか（いろいろ

な働きかけはしながらも）様子を伺っている時間がある。

いずれにしても、この見守り待つというのは、保育者に

とって、　r自我」が見えてくるまで（自我の発逮として

の時間が流れ始めるまで）・溜めおかれている時間であ

る。

（2）子どもの行為をなぞらえる

　r待っ』問に保育者が自然におこなう行為である。子

どもが床に頬をすりっけるようにして、玩具のトラック

を横から覗き込んでいる。これをただ傍らから見ている

ことをやめて、保育者もひざまづいてやはり同じように

してみると、意外なほどトラックがリアルに前面に登場

して、rああこれか』と子どもの視点を追体験し』た気に

なることがある。時々キーッと叫び声をあげる子どもの

その声を輿似してみて、声に込められた緊彊感を知るこ

ともあろう。同じ目の高さに立つことで、子どもの視角

を得られることを、保育者なら自然に「体得』している。

他者の身体的運動をなぞらえることによって共感するの

は、人間理解の基本的方法の一である。身体表現expres

sionを媒介にして、二っの自我の印象impressionが一致
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しないまでも共鳴しあう。

（3）補完的な動きをとる

　砂をいじる子どもにバケツやシャベルを持ってくると

か、子どもの差し出した手をとってっなぐなど、子ども

の動きと保育者の動きをあわせて一貫した行為を作り上

げようとする。関係を育でようという姿勢で待機してい

れば、こうした対応は保育者に（子どもに）、意識を働

かせなくても、自然に現れるものである。まさに「受肉

した主観」がもうひとっの身体的自我とのr間』に意味

を充填すべく流れ出すかのようである。

（4）理解

　上にあげた三っの保育者のありかたに一貫した態勢と

して、子どもの行為の理解がある。子どもの気持ちを推

しはかったり、行為の理由を考えたり、視野を広げて

rそもそも人間として』といった視野に立ったりもして・

いつもr意味1を模索している状態にあるといえる。

　他者を理解することが可能なのか、という問いはr他

我問題」にもかかわる現代的な哲学のテーマである。古

典的なとらえ方としては、自我と他我とは相似形である

から、 自己投入や類推などによ？て他者の意識内容を直

観することができるというものだ（ディルタイ、フッサ

ール）。これに対して解釈学の立場からガダマーが異議

を唱える。彼の考えを自我の問題に引きっければ、っま

り、本来自我（本の読者）と他我（著者）は、各々の歴

史と文化を個と して体現しているのであるから・互いに

対称であると考えるのは幻想である。だから理解とは、

他者の意識内容をそのままっかまえることではなく（そ

もそもそれは不可能である）、表現されているもの（本）

を通していつも創造的に遂行されるとする。m，保育者

の理解がこのどちらなのかを問うよりも、理解が保育に

おいてどういう意味をもたらすのかが重要である。理解

が保育者にとって実践の存続上、不可避の行為であるこ

とは勿論だが、理解の意義は、保育者の自我の内に自己

完結しているのではない。保育者の理解に基づいた言動

（表現）によって、子どもがば一っと輝くような表情を

見せたり・子どものr自我の発達」に明らかな展開を導

くことがある。だから保育における理解は、その内容が

他者の意識内容に合致しているか、とレ、うr正当さ』の

次元の問題ではなくて・むしろ理解自体を契機とした

「自我の発達」の中に、理解の「妥当性』を問うことが

現実的であろう。U，

3．　「あいいくつうしん』に記されたr自我の発達』

．愛育養護学校では、教職員たちや親たちが相互に話し

合ったり、保育記録を残したりどいうかたちで、この二

次的活動を、各自の省察活動の他に、いわば公的に確保

している。その中で「あいいくつうしん」は、クラス担

任から親へ学期末に送られる、いわば日頃の第二次的活

動のまとめのようなものである。　r通信簿』と異なり、

一定の評価項目や点数制などはなく、各クラス独自の趣

向で（写真を貼ったり、クラスの他の子どもの様子も伝

えるなど）・その学期に顕著にみとめ ら．れたr発達』の

成果を親に文章で伝える。親からの返事の文章もあわせ

てrあいいくつうしん』と総称されている。

　学期（三学期制）という単位毎のr省察」となると、

子どもの変化を、はっきり「発運』の見地から意味づけ

る作業となる。そしてr保育者による』発達への視角と

して、子どものr自我』が主題化されていると見ること

ができる。

　1988、1989年度のrあいいくつうしん』から
無作為に四部抽出しr発連」がどう評価されているか、

原資料に示された順に羅列していくことにする。ここで

「自我の発達』の具体的イ・メージを読者と共有しておく

必要があると思われるからである。子どもごとに筆者の

視点からの覚え書きを施す（括弧内）。

●A男（小5）　　　　　＊（i～単）は学期を示す

（正）①高い所か ら見下ろ、していただけの泥遊びを、裸

　　　　足になってやり姶めるr超えられるカ」

　　　②食欲増進Φr生きる意欲を感じさせます」

　　　③いろいろな保育者と遊ぶ

　　　④はっきりと意思伝達

　　　⑥保育者に甘えたいときは体を寄せてくる

　　　⑥保育者がA男に信頼感、力強さを感じる

　　　⑦他の子どもたちとのやりとり（物の取り合いを

　　　　頑張る、その場で怒っ てしこりを残さない）

（緬）⑧新しい遊びを次々と思いつく

（血）⑨服装の多様化

　　　⑩自、己表現への自信＝活動への積極性

　　　⑪ガラス窓一面に絵具で大作φエネルギーのすご

　　　　さに圧倒され、感動。⇒調子よくなった印象

（活動全般に能動性の解発が茜とめられる。それは物

　・人とのかかわり①③⑦、表現の広がり④⑩⑪、遊

　びへの主体性⑧などとして現れ、保育者には「意欲』

　や「力強さ』、　「自信』などとして気づかれている。

　服装⑨はA男の自己意識の象御と考えられるだろう。

　同じ系統の服装へのこだわりが薄れてきたところに、

　自己表現への自信、ひいては主体性の成長を読むこ

　とも可能だ。）

●B子（小4）

（i）①丁児と楽しく遊ぶ
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　　②はっきりと保育者を誘う（元気な呼び声）

　　③人・物との関わりの積極化（前は、周囲を見て

　　　　いる時間が多かった）

　　④fじっくり一人で腰をすえて遊ぶ」

　　⑤物を使う遊びが目的的で複雑化

　　⑥M先生の企画する創作活動への参加

　　⑦いろいろな保育者との関係の広がり

　　⑧r精神的安定がいよいよしっかり」

　　⑨「人への親しみの気持ちが豊か』

（菰）⑩他の友だちへの関心の広がり

　　　⑪反面、ひとり遊びにも熱心

（血）⑫活動範囲の拡大（二年前はスチームの上でじっ

　　　　と他の子を見ていることが多かった）

　　　⑬活動のストレートさ「気持のくぐもりみたいな

　　　　ものが無くなって、霧が晴れたみたいに』

　　　⑭保育者と気持ちがスッスッと通じ含う⇒見てい

　　　　て安心、自然で心地よい

（保育者の発達観を指し示す名詞が多く見られる。積

　極化③、複雑化⑤、広がり⑦⑩⑫、安定⑧、豊か⑨

　など肯定的な価値観が顕著だ。また活動にストレー

　トさを感じたり⑬、スッスッと気持ちが通じ合うの

　を感じるなど、直接的に子どもとかかわる保育者の

　まなざしによってしか把握されにくい発達の側面で

　あろう。　「心地よい」⑭と受け止められる主観に支

　えられている。）

●C男（小2～3）

（i）①「靴を脱ごうね』などの保育者の誘いを余裕を

　　　　もって受け入れる

　　　②泥や水でまとまった時問遊ぶr一時間位も同じ

　　　　場所で遊んでいるCちゃんをみると不思議な気

　　　　がします」

　　　③rおかあさんが自分のすぐ確認出来る範囲にい

　　　　てくれることを期待する」のが明確化

　　　④保育者を相手の遊びr目があってにこにこ』

　　　　r遠くに求めなくても足元に幸せがあることに

　　　　気がついたのではないでしょうか』

　　　⑤バルコニーでなく子どもめ集まっているテーブ

　　　　ルで弁当を食べる

　　　⑥ピンクのあじさいをつまむ⇒ピンクの画用紙を

　　　　おとなに切らせる⇒ピンクの折り紙を捜す「一

　　　　連のつながりのある行為だと思われます」

　　　⑦鍵への執着が薄らぐ’

　　　⑧（親からの通信）rC男なりに、何とか目的を

　　　　持って遊ぶことが出来るように」なった

（ほ）⑨人を集めて何かする⇒「人への関心がこんなに

　　　　あるのかと驚かされた」

　　⑩他の子どもと一緒にいることが多くなった

　　⑪物をとられてもゆとりがある

　　⑫人とのやりとりを楽しむことがふえてきた

　　⑬鍵や火への執着が減少

　　⑭rゆったりと歩いている姿もしばしば見受ける

　　⑮ホットケーキを人と一緒に焼けるようになった

　　⑯（親から）f冬休みの少し前から声を掛けると

　　　戻ってくるようになりましたがタイミングが遅

　　　れると行方不明になります。」

（距）⑯一日中泥遊びをする日がある

　　⑰大人への要求のサインがわかりやすい形で増加

　　⑱注射前の覚悟（校医を見て戸に鍵をかけてドギ

　　　　マギしてたてこもる⇔直前に覚悟をきめる）

　　　⑲笑い顔が多かった

（i）⑳f今までに経験した遊びや教材を見っけて、じ

　　　　っくり遊び込んでいました』

　　　⑳気持ちは外へ向かい、街へ出ていく生活中心

　　　⑳「メカニックものに対して必ず同じ反応、同じ

　　　結果を期待するところは、論理的な思考をうか

　　　　がわせます」

（保育者がr自我」の安定性として直観する祥在様式

　に「余裕、ゆとり』がある。ゆとりは固執という形

　ではなく、他者や外界との関係の中で相対的に自我

　を実現できる主体性の現れといえるかもしれない。

　C男が鍵や火というものに執着しなくなってきた⑦

　⑬のも、その一局面であろう。

　省察を通して保育者は子どもの行為の意味を掘り下

　げていく《解釈》。解釈のテーマが生じる漂いの状

　態《「不思議な気がする』②》から、徐々に解釈は

　すすんでいく。ここで一連の行為の中から「ピンク」

　の共通項を浮上させ、そこに連関性を予感している

　⑥のはその途上であろう。④⑳も行為の意味への問

　いである。）

●D男（小1～2）

（i）①特定の保育者から他の保育者にも関係の広がり

　　　②期待と多少ずれても耐えられる余裕

　　　③トランポリンのあくのを待っ

　　（以下⑩まで親）④学校でrお客の顔から主の顔に

　　　　なってきた」

　　　⑤「先生と思い通りにさせてもらう心地よさから

　　　　少しずつ自我が芽ばえはじめ、それを表に出す

　　　　ことができるようにな？て釆たようで』

　　　⑥学校のアルバムを親戚中に見せてr皆からこん

　　　　なにいい表情をしているのかと驚かれました』

一130一



浜口他＝保育における「自我の発達」に関する概念的検討

　　　⑦海で「好き勝手な方へ行くのではなく、自分た

　　　　ちのグループの中にいて、それでいてとても遊

　　　　べているのを見て　成長していることを』思う

　　　⑧「D男は言葉で表現は出来ないけれど、人々を

　　　　動かし、話せないからこそ、他の人たちの役に

　　　　立っている。彼は話せないことが今必要なのか

　　　　もしれない』

　　　⑨新しいことにも少しずう抵抗なくはいれる

　　　⑩自己主張が強くなった

　　　⑪べったりくっっいてくる

　　　⑫ブランコをとられても強くなってきている

　　　⑬サインの意味がわかるようになってきた

　　　⑭保育者の弁当と自分のをそっくりとりかえて食

　　　　べる

　　　⑮大便を一度に多くするようになった

　　（親）⑯自分から誘って4年ぶりに母親と一緒に風

　　　　呂にはいる。　r最高のクリスマスプレゼント』

（血）⑰活動空間が二階や外へ広がる

　　⑱他の子どもと一緒に一つのブランコに乗る

　　⑲予定以外の場所へでかけるとき、慣れた保育者

　　　　に励まされてすぐに不安や緊張を乗り越えた

　　⑳長い間声を出して要求を伝えようとする

（玉）⑳「たのもしいお兄さんになった」

　　⑳ひとりで遊び込んでいる⇔r自信がめきめきっ

　　　いてきているな」という印象

　　⑳f前年度はかなり人を選んでいて、しかも順位

　　　がっいてい牝』が「今年になって人が一緒にい

　　　てくれるのが嬉しいという感じ」

　　（以下⑳まで親）⑳r一学期後半からの豹変ぶりは

　　　親の私もびっくりした。何と積極的に生活して

　　　いることか』

　　⑳r自分という存在を自覚していなかった長い時

　　　本能的（？）な欲求に追いかけられているよう

　　　な、それがかなえられてもなお平安になれずに

　　　緊張した生活、それから少しずっ解放されてき

　　　ているようです』

　　⑳嫌だ、という表現が相手に伝わるようになった

　　⑳相手との感情のかけひき⇒頼もしい印象

　　⑳可愛い表情になってきた

　　⑳力強くなってきた

　　⑳r今までの流されていた彼から、自我の目覚め

　　　た強い彼」

（置）⑳その場で怒る

　　32．自分から自転車に乗りこごうとする

　　33．トランポリンに大人を遠くまで誘いに来る⇔

　　　　　いろいろな跳び方⇔「現実を真正面から受け

　　　　　ようとしているのではないかという感じ』

　　　　　苦手だった子どもが乗ってきても、がんばっ

　　　　　ている

　　　34，何度もやぐらから跳び下りる

　　　35。　r人と一緒に過ごそう、っかまえようとする

　　　　　意識がはっきりする」

　　　36，身体を使った、活動性のある遊びをよくする

　（塩）37，　「自我がしっかりし始めてきた』

　　　38，自分の意志がはっきり⇔要求が理解しやすい

　　　39、失敗してもくずれず、またチャレンジ

　　　（親）40，長い間自分（母親）を本当に求めてくれて

　　　　　いるのか不安だったが、　『自我の強くなって

　　　　　きた彼と生活していると、やっとまるごとの

　　　　　私と彼とのっきあいが出来るようになった』

　　　4L　r反応がすぐ出てくるので、やりとりが楽し

　　　　　くなってきている」

　（母親によるrつうしん」への返箏の中に特徴的に、

　子どもの障害を肯定的に、有意味なものとしてとら

　えようとする努力と成果が表れている《特に⑧⑳》。

　　r自我』の概念もはっきり意識され⑤⑳37、最近の

　D男の発達の軸として把握されている。このように

　発達に自我の観点から意味を見出そうとすると、同

　時に子どもを受容する態度にも余裕が出てくること

　は特筆に値する《⑬、⑳、r40、41サインがわかりや

　すい、可愛いなど》。D男の母親の場合、　「っうし

　ん」に寄せた文章の量は、教師側のそれにもまさる

　程であった。書くことが省察を深化させるのと同時

　に、それがさらに文章を厚くするという循環性があ

　るのだと思う。）

〔内容の分類〕

a，人（保育者、他の子ども）との積極的なかかわり

b．遊びへ積極性、集中　c．表現　d．大人側の受容

e、生理的欲求の安定　f，活動空間の広がり　g、こ

だわりの緩和　h．困難な状況の克服　i．存在感

j，挑戦する意志　k．人とのやりとり

　保育者からみた自我の特性をあげれば、次の三点に集

約できると思う。

○主体性　a．b．c．f．9．」．k．
○相互性　d．i．　（保育者の印象に比重）

○持続性　e、h．　（生き続けようとする根源的強さ）

　分類はあくまでも便宜的なものにとどまる。ある行為

のなかに三つの特性が一体となっていることが普通で、

そのどの面に比重を置いて見るかの違いしかありえない。

一131一



日本総合愛育研究所紀要　第26集

IV．保育における「自我の発達』

亘．自我のr自発性」

　最後に子どもと保育者の両者をくくる「自我の発連」

について検討する。

　自我は保育の場において、保育者と子どもの共在する

場の、いわば間自我性をエネルギーとしてr発達』とい

う変化を生じさせていると考えられる。自我自体、もう

一つの自我への反響として意味発生する関係概念である

保育の中で子どもと保育者の自我はそれぞれ自我となり

自我としての独自性を発揮する。つまり保育の場ではじ

めて、その両極に自我が発生し、それぞれの固有性を現

すという構図である。この、関係のうえでの各自我の発

生（意味詮的にも、発生論的にも）を「自発性」という

自我の機能として呼ぶこととする。

　子どもにおいて、主体性、相互性、持続性としてとら

えられた自我の三っの側面は、保育者との出会いの中で

触発され、ひもとかれていく自発性である。これは「巻

物をひもとく」というr発達（d重e恥twick旦ung）」の語

源にも通ずる。

　この観点から保育者の側にも「自我の発達』を考える

ことができる。保育者には、子どもの自発性を解発する

関与者としての自発性がある。おとなと子どもの自我の

はたらきは「自発性』という機能は一にしていても、存

在に対してもつ意味は異なると考えざるを得ない。エリ

クソンの人生周期の構想一2，に見るように、基本的信頼

を基盤にまず個としての自立を課題としていく子どもの

世代と、次代の生産。養育も含めて自我統合の課題へと

向かうおとな世代との、相互価値創造的なr自発性』の

把握が可能である。これはまた教育学的自我論として欠

かせない視点でもあろう。、したがって保育における自我

の発達は、保育・養育（care）する者としてのおとなの

自我の自発性を前提としている。　（おとな同士の自発性

の意味は、また別様だろう。）

　『省察』という形でも保育にたずさわる保育者にとっ

て、自我の発達は・自我を相対化する行為としても現れ

る。省察は過去化した自分と向き合う、もう一つの自我

との出会いであって、ここにも関係的な自我の発生を見

る。　r自我の非同一』1ωという自我にまっわる無限的

なずれが、もう剛つの自我と語り出す契機として現れる。

それぞれの保育者はr自我」とは何かについての認識を、

保育の経験として蓄積してきている。それは特に子ども

の肖我の発達としてである。　「自我』が経験概念か構成

概念か問題にされる際のr経験』には個人差はさしあた

り想定されず、仮説的ではないという意味にポイントが

ある。しかし保育者のr自我』概念は、まさに保育者ひ

とりひとりの固有の経験に根差している。しかも経験の

質に依荏している。自我をとらえることに熟練した保育

者と、そうでない保育者がいることも事輿だからである。

（それはかならずしも保育者としてのキャリアの年数に

比例するものではない。）したがってr自我の発達』と

いうテーマには・真の意味での経験が作用しているとい

えよう。保育者側の経験、っまり歴史性も保育における

r自我」の基盤として忘れることはできない。
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